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結婚式の進行は
ハードに比べて変化に乏しい

　マーケティングのフレームワーク4P
（Product・Price・Place・Promotion）
のうち、Product（商品）はビジネスの
根幹となるものですが、ブライダル業
界は、もっとマーケットや顧客ニーズの
変化を敏感に察知し、Productの見直
しを図るべきではないかと思います。

　ブライダルにおけるProduct（商
品）というと、チャペルやバンケット
など「ハード」、料理やドレスなど「ソ
フト」、ウェディングプランナーやサー
ビスキャプテンなど「人」、結婚式準備

「プランニング」及び当日の「進行」な
ど、いくつかに大別できます。
　そのうち、ハードは、年々磨かれて
きていて、どの地域を見ても、大聖堂、
白亜の城、スタイリッシュな会場など、
一通りのバリエーションが出そろい、
お客様にとっては選択肢が充実して
きていると感じます。しかし、会場側の
視点に立てば、多少、目新しいタイプ
のハードを建ててもひときわ目立つこ
とは難しく、それだけでは勝負できな
い時代になっていると言えます。
　一方、結婚式の進行に目を向ける
と20年、30年前と比べてさほど変
わっていない、もっとニーズの変化に
即した変化が必要なのではないかと
思います。もちろん、ゲストに感謝を伝
えおもてなしする、きちんと結婚の報
告、お披露目をするなど、本質的な部
分は受け継いでいくべきだと思いま
すが、時代やお客様の価値観の変化
に合わせて、勇気を持って変えるべき
部分もあると思います。

主賓は必ずしもスピーチに
耳を傾けてほしいと限らない

　私自身、ポジティブドリームパーソ

ンズ時代に「そこまで崩していいん
だ」と開眼したエピソードがあります。
　結婚式の進行に関する議論で、あ
るメンバーから「乾杯を主賓挨拶の前
に組み込む」というアイデアが上がっ
た時のこと。私は「乾杯後は、スピーチ
に集中する雰囲気ではなくなるので、
大切なVIPに対して失礼に当たるので
は？」と意見しましたが、以下の反論を
聞いて考えが変わりました。
　1つは、主賓の緊張を緩和できると
いう点。
　大半は、人前で話すことに慣れてい
るわけではないため、かしこまって耳
を傾けられるよりも、少し和んでいる
方がリラックスして話してもらえるとい
うわけです。
　もう1つは、料理をベストタイミング
で提供しやすくなるという点。
　キッチンでは、主賓挨拶が終わる頃
合いを見計らって、料理を提供する準
備をしているため、前菜を冷蔵庫から
出したり戻したりして、調整している。
主賓挨拶の前に乾杯を済ませていれ
ば、そこに神経を使う必要がなくなっ
て、スタッフは調理やサービスに集中
できるようになり、お客様にも料理を
ベストな状態で召し上がっていただ
けます。
　主賓のパーソナリティーにもよりま
すが、ゲスト・新郎新婦・スタッフ、全員
にとって有効なアイデアだと思い、“変
える”勇気の必要性を実感しました。

ゲスト卓は新郎側と新婦側で
分ける必要があるか？

　披露宴の席次についても、暗黙の
ルールがありますが紐解いてみると、
必ずしも守らなければならないわけ
ではないものもあります。
　披露宴のゲスト卓は、新郎側と新婦
側に分けるのが一般的ですが、この
ルーツは皇族の結婚式に遡り、ゲスト
を皇族と皇族以外に分けるという意
味合いがあるとのことです。であれば、
一般的な結婚式で踏襲しなければな
らない理由はなくなります。
　ゲスト卓を新郎側と新婦側に分け
ず、ランダムに配置することで、以下の
ようなメリットも出てきます。
　最大のメリットは、新郎側と新婦側
の招待予定人数に一定の差がある場
合、両家同士が気兼ねすることなく、
招きたい人を招くことができるように
なることです。
　ゲストをリストアップしてもらった
時点で、新郎側50名、新婦側30名と
なった場合、バランスを取るために、
新郎側も30名に絞るというケースは
少なくありません。そうなってしまうの
は、ゲスト卓を新郎側・新婦側でセパ
レートするからであって、そうしなけ
れば、バランスを考える必要性は薄れ
ます。
　結婚式当日を考えても、新郎側と新
婦側のゲストの間に交流が生まれやす
くなるというメリットもあると思います。

　どちらかが、招待人数を絞らなくて
済むようになれば、会場側はゲスト数
アップを見込めます。
　既に、変化や工夫が見られている
好事例の1つがメイン席のバリエー
ションアップだと思います。従来の高
砂席は、新郎新婦の素敵な姿をゲス
トに見てほしいという考え方から採用
されたスタイルですが、「主役になりた
くない」「せっかく足を運んでくれたゲ
ストとコミュニケーションを取りたい」
というニーズが増える中、新郎新婦を
ゲストが囲むようなレイアウトや、新
郎新婦が婚礼メニュー1皿につきゲ
スト卓を1卓ずつ周るスタイルなど、
様々な試行錯誤が進んでいます。

良い結婚式の共有と
枠の再設計を

　ブライダルのProductを磨くには、
従来のスタイルを踏襲するだけでな
く、1組1組のニーズに合わせたベスト
マッチな提案が不可欠であり、その役
割を担うのがウェディングプランナー
です。しかし、業務過多で1組1組につ
いて深く考える余裕がなかったり、伝
統に捕らわれ過ぎて変える勇気が持
てなかったりして、自由な提案ができ
ずにいるケースが多いと感じます。
　こんな状況を打破するべく、マネジ
メントサイドに対して大きく2つを提
案したいと思います。
　1つ目は、良い結婚式の共有。ブ

ライダル総研のGOOD WEDDING 
AWARDに倣って、社内や地域協議会
でアワードを開催するケースは好事
例の1つだと思います。良い結婚式を
共有することで「ああいうアイデアもあ
るのか」「あのぐらい手を掛けなけれ
ばダメだな」など、自分の経験の範囲
だけでは得られないヒントを与えるこ
とができます。
　2つ目は、枠の再設計。閑散期は、1
組3時間、1日1組限定など、余裕を持
たせた設定にしておくことで、2時間の
パーティーではできないようなチャレ
ンジもできて、パーティーの幅が広が
り、プランナーのモチベーションも高
まります。
　もちろん、大安・友引の土曜などは3
回転させたいので、1組あたり2時間15
分といった設定になるのはやむを得な
いと思いますが、余裕のある枠を用意
することで、PRにおいても「3時間ゆっ
たり」「1日1軒貸切」といったキャッチ
フレーズが使えるようになり、自由度の
高い結婚式を求めるカップルの心を
掴むことができると思います。
　
　情報化が進む昨今、結婚式当日の
クオリティはSNSなどを通じてあっと
いう間に広まってしまうため、集客に
も大きく影響してきます。オーソドック
スな結婚式で“赤点”を取らないだけ
では通用しません。お客様の期待を
上回るクオリティを追求すべき時代に
なっていると思います。
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